
第２学年算数科学習指導案 

 

   

１ 単元名  三角形と四角形 

 

２ 単元について 

本単元は，学習指導要領，第２学年の内容C「図形」（１）に示された指導事項「身の回りにあるものの形

についての観察や構成などの活動を通して，図形についての理解の基礎となる経験を豊かにする」を受け，

設定されたものである。本単元では，「三角形」，「四角形」，「長方形」，「正方形」，「直角三角形」という基本

図形の名称に関する用語とその定義に基づいて弁別や構成を行うことで理解を深めることをねらいとしてい

る。第１学年で，立体図形や平面図形についての基礎となる経験をしているので，これを引き継いだ学習と

なる。  

 

本学級の児童は，（略） 

 

指導にあたっては，点と点を直線でつないだり囲んだりして，「３本」「４本」「直線」「囲まれている」と

いう言葉をもとに，三角形や四角形の特徴をつかませたい。本時では，三角形や四角形を見つける活動を通

して，図形の構成要素に着目させたい。作図が苦手な児童については，ワークシートを拡大して点と点の間

を広くしたり，頂点となる点を大きく印をしたりするなどの支援を行っていきたい。 

さらに，単元を通して，三角形，四角形，長方形，正方形，直角三角形の定義を，操作活動を通して確実

に理解させたうえで，実際の生活の中から形を見つけて，その図形の名称や定義を確実におさえていきたい。 

 

３ 単元の目標 

 ○三角形，四角形を知り，直角，長方形，正方形，直角三角形について理解する。 

 

４ 単元の評価規準 

ア．算数への関心・意

欲・態度 
イ．数学的な考え方 

ウ．数量や図形について

の技能 

エ．数量や図形について

の知識・理解 

・点と点を直線でつない

で動物を囲み，いろい

ろな三角形や四角形

を作ろうとしている。 

・身の回りから，長方形，

正方形，直角三角形な

どを見つけたり，長方

形，正方形，直角三角

形を敷き詰めて模様

を作ったりしようと

している。 

・三角形，四角形の弁別

について，直線の数に

着目して考えている。 

・辺の長さや直角に着目

して，長方形，正方形，

直角三角形の意味や

性質を考えている。 

・点と点を直線でつない

で三角形や四角形を

つくることができる。 

・紙を折って直角や長方

形，正方形を作った

り，方眼紙に長方形，

正方形，直角三角形を

かいたりすることが

できる。 

・三角形，四角形，及び，

長方形，正方形，直角

三角形の定義を理解

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 指導と評価の計画（全１２時間） 

次 時 学習活動 
単元の評価 

規準との関連 
具体的な評価規準・（評価方法） 

一 

 
１ ○点と点を直線で結んで,動物を直

線で囲み，できた形を２つの仲間

に分ける。 

○「三角形」と「四角形」の用語と

その定義を知る。 

○「三角形や四角形について調べ

る」という単元の課題をつかむ。 

エ 

 

ア 

○三角形，四角形の用語について理解して

いる。（ノート） 

○三角形，四角形の用語についてさらに調

べてみようと関心をもっている。（発言） 

 

２
（
本
時
） 

○形を見て三角形と四角形とどち

らでもないものに仲間分けし，そ

のわけを説明する。 

○点と点を直線でつないで三角形

や四角形をつくる。 

イ 

 

ウ 

○三角形や四角形を見つけたわけについて

説明ができる。（発言・ワークシート） 

○三角形や四角形の点構成，線構成ができ

る。（発言・ワークシート） 

３ ○三角形の紙を２つに切るとどん

な形ができるかを予想し，２つの

図形に分け，切り取る。 

○２つの三角形，三角形や四角形の

形のつくりかたを話し合う。 

エ 

 

エ 

○面構成を通して三角形や四角形について

理解を深めている。（活動・発言） 

○三角形と四角形の定義を理解している。

（発言） 

４ ○写真を見て，三角形や四角形を見

つけ，そのわけを説明する。 

○教室や他の場所で三角形や四角

形の形をしたものをみつけ，話し

合う。 

ア ○三角形や四角形の形をしたものを意欲的

に探しだそうとしている。（活動） 

二 ５ ○紙を折って，本やノートのかどの

形をつくり，「直角」を知る。 

○身の回りから，直角を見つけて，

三角定規で確かめる。 

エ 

 

ア 

○直角の定義を理解している。（観察） 

 

○身の回りのものを調べて直角の形を見つ

けようとしている。（観察） 

６ ○紙を折って，長方形をつくること

を通して，長方形について理解す

る。 

エ ○長方形の定義を理解し，２つの長方形を

つくっている。（観察） 

 

７ ○長方形の紙を切って，できた形の

角の形や辺の長さを調べて，正方

形について理解する。 

○身の回りから，長方形や正方形の

形をしたものを見つける。 

エ 

 

ア 

 

○正方形の定義を理解している。（観察） 

 

○進んで長方形や正方形の形をみつけよう

としている。（観察） 

８ ○長方形や正方形の紙を２つに分

けて，できた形の特徴を，角の形

に着目して調べ，「直角三角形」

の用語と定義を知る。 

ア 

 

エ 

 

○できた形の特徴を，かどの形や辺に着目

して調べようとしている。（観察・発言） 

○直角三角形の定義を理解している。 

（ノート・発言） 

９ ○方眼紙に長方形，正方形，直角三

角形をかく。 

○作図の仕方を話し合ったり，確か

めたりする。 

ウ 

 

 

 

○長方形，正方形，直角三角形の定義に従

って，作図することができる。 

（観察・発言） 



１０ ○色紙を並べて，長方形，正方形，

直角三角形をつくり，その図形に

なる理由を説明する。 

イ ○図形の定義に基づいて，長方形，正方形，

直角三角形である理由を説明できる。 

（ノート・発言） 

１１ ○長方形，正方形，直角三角形を敷

き詰めて，模様をつくり，いろい

ろな図形をみつける。 

ウ 

 

イ 

○示されたものと同じ模様をつくることが

できる。（観察） 

○いろいろな模様をつくり，平面の広がり

に気づいている。（観察） 

三 １２ ○定義に基づいて，問題を解いたり

作図したりする。 

イ ○定義に基づいて，三角形であるか四角形

であるかを判断することができる。 

（ノート） 

 

 

６．本時の学習（２／１２） 

（１）本時目標 

  ・三角形と四角形の弁別を行い、その理由を考えることができる。(数学的な考え方) 

  ・三角形と四角形の点構成と線構成を行うことができる。（数量や図形についての技能） 

（２）準備物 

  ワークシート，掲示資料，プロジェクター，実物投影機 

（３）学習過程 

学習活動 主な発問・指示と予想される児童の反応 教師の支援（○）と評価（★） 

１ 学習課題を

つかみ、三角形

と四角形の弁

別について自

分の考えをも

つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ みんなで話

し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○三角形と四角形はどんな形でしょう。 

・三角形→３本の直線で囲まれた形。 

・四角形→４本の直線で囲まれた形。 

 

 

 

○三角形だと思う形には「３」，四角形

だと思う形には「４」，どちらでもな

いときは「グー」と指で合図をしまし

ょう。 

 

 

 

○三角形や四角形を見つけましょう。ま

た，そうなったわけを書きましょう。 

 

○考えを発表しましょう。 

・三角形→あ，お，け 

・３本の直線で囲まれているからです。 

・四角形→い，う，か 

・４本の直線で囲まれているからです。 

・どちらでもない形→え，き，く，こ 

○「き」が三角形でないのはどうしてで

すか。 

・切れているからです。 

・囲まれていないからです。 

 

○前時に学習した三角形と四角形の定義を

確認し，そのことを基に学習していくこ

とを伝えることで学習課題を明確にする

手立てとする。  

 

 

 

○定義をおさえる段階で,図形と定義を結

びつけるための視覚的支援を行う。 

○教科書に載っている形をフラッシュカー

ドを用いて，三角形か四角形かどちらで

もない形かを指で合図させ，曖昧なとこ

ろを吟味していくことを伝えることで図

形の弁別を意識づける。 

○児童が見やすいよう,掲示用の図形の線

を太くする。 

 

○弁別できた児童には，その理由を記述す

るよう言葉かけをする。 

○理由がわからない児童には，三角形や四

角形の定義を，掲示をもとに考えるよう

伝える。 

○分けた理由を児童に説明させ，児童から

出た言葉をキーワードとして押さえ，ま

とめにつながるようにする。 

○児童の思考が深まるよう意図的指名をす

る。 

三角形や四角形を見つけよう。 

１０の視点① 

前時で約束した「３本
（４本）の直線で囲まれ
た形を三角形（四角形）
という」ことをもとに、
似て非なる形を弁別す
ることをとおして、理解
を深める学習であると
いう本時のねらいをフ
ラッシュカードを用い
た活動によって意識化
を図っています。 

【改善】既習事項を確認し、解決の見通しを

持って課題に取り組めるようにした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時のまと

めをする。 

 

 

 

 

４ 本時のたし

かめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 次時の学習

への見通しを

持つ。 

 

 

 

 

 

○「え」が三角形でないのはどうしてで

すか。 

・直線でないからです。 

○「く」「こ」が四角形でないのはどう

してですか。 

・かどが丸いから。 

・直線になっていないから。 

 

 

 

 

○三角形や四角形は、どうなっています

か。 

・直線になっている。 

・きちんと囲まれている。 

 

 

○点と点を直線でつないで，いろいろな

三角形や四角形を作りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習を振り返りましょう。 

 

○次回は，今日学んだことを生かしなが

ら，三角形の紙を２つに切って，三角

形や四角形を作っていきましょう。 

 

○児童から出た意見を、色ペンなどを使用

して掲示資料に書き入れることで,視覚

優位な児童にも分かるようにする。 

○三角形でも四角形でもない形の理由につ

いても考えられるよう，言葉掛けをする。 

○児童から出た意見をもとに掲示資料を操

作する。 

○三角形，四角形の定義となるキーワード

が出てくるまでゆさぶりをかけ，児童か

ら出てきた言葉を使ってまとめにつなげ

ていく。 

★三角形と四角形の弁別を行い、その理由

を考えることができる。 

（発言・ワークシート） 

 

○まとめをノートに書くときに，キーワー

ドとなる言葉の部分を空白にし，どんな

言葉が入るか問いかける。 

○三角形と四角形の定義を，全員で復唱す

る。 

 

○活動に入る前に，２つの点の直線のつな

ぎ方を全体の場で確認しておく。 

○たくさん作れた児童には，別の用紙を用

意しておく。 

○作図が苦手な児童には，拡大したワーク

シートを用意したり，頂点となる点を大

きく印したりするなどの支援をする。 

○つまずいている児童には,教師が直線を

２本引くなど,道筋をつけることで取り

組みやすいようにする。 

○実物投影機で児童が作図したものを紹介

することで，様々な大きさや向きをして

いても定義を満たしていれば，三角形や

四角形と言えることに気づけるようにす

る。 

★点と点を直線でつないで三角形や四角形

をつくることができる。 

（ワークシート・発言） 

 

○学習の中で，参考になった友だちの考え，

学んだこと，次につなげたいことなどを

振り返りとして書くよう促す。 

 

１０の視点④ 

ＩＣＴ機器を効果的に活用し、児童

が作図した様々な大きさや向きの三

角形や四角形を実際に見ながら、定義

について確認をしています。 

三角形や四角形の定義について実

感を伴いながら思考を整理すること

が可能になります。 

【改善】ユニバーサルデザインの視点を取り入れ、

児童の考えを視覚的に分かりやすく板書にまとめ、

学習のまとめや適用題にも活用できるようにした。 

 

１０の視点⑧ 

「ポイント」を示して、振り返りをさせることで、本時の学習について達成感を味わわせたり、

次時の学習課題やポイントをつかませたりすることが可能になります。 


